
「森林と生活に関する世論調査」の概要（オケ）

調査対象 全国の日本国籍を有する18歳以上の者3,000人
有効回収数1,546人（回収率51. 5%) 

調査期間 令和元年9月26日～10月6日（調査員による個別面接聴取）

令和元年11月
内閣府政府広報室

調査目的 森林と生活に関する国民の意識を把握し、今後の施策の参考とする。

調査項目 1 森林の利用
2 森林の役割と森林づくり
3 木材の利用
4 森林・林業行政に対する要望

調査実績 「森林と生活に関する世論調査」
（平成元年 10 月， 11 年7月， 15 年 12月， 19 年5月， 23 年12月調査）

「森林とみどりに関する世論調査」（平成5年1月）
「森林・林業に関する世論調査」（平成 8 年 1月）

そ の 他 ① 平成 28 年度以降、調査対象者の年齢を 18 歳以上に引き下げたため、
20歳以上で実施した27年度までの調査との比較には注意を要する。

② 図表の数値（％）は、 表章単位未満の位で四捨五入しているため、 内訳の
合計が100にならないこともある。



































【１－４】 森林空間の総合利用に対する国民等の意識
○ 内閣府「森林と生活に関する世論調査」（令和元年度）

〇 農山村に滞在して休暇を過ごす場合、どのようなことをして過ごしてみたいかについては、「森林浴により気分転換する」「森や湖、農山村
の家並みなど魅力的な景観を楽しむ」を挙げた者が多いが、年齢層によってニーズは替わっている。

○ 日常の生活の中で、森林でどのようなことを行いたいかについては、「心身の健康づくりのため森林内の散策やウォーキング」を挙げた者が
最も多い。「森林の中でのランニングや自転車による走行」は若年層がよりニーズが高く、「森林の中で自然を活用した保育・幼児教育」は
30歳代が特にニーズが高い。
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①農山村での休暇の過ごし方の意向 ②森林との関わり方の意向
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心身の健康づくりのため森林内

の散策やウォーキング

森林の中でのランニングや自転

車による走行

森林の中での音楽鑑賞及び芸

術鑑賞などの文化的活動

森林の中で自然を活用した保

育・幼児教育

森林の中でのヨガや瞑想

森林に囲まれた環境にあるオ

フィスでの仕事

企業や団体が行う森林の中で

の社会貢献活動への参加

企業や団体が行う森林の中で

の研修への参加

特にない

18～29歳

30～39歳

40～49歳"

50～59歳

60～69歳

70歳以上
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森林浴により気分転換する

森や湖、農山村の家並みなど魅

力的な景観を楽しむ

史跡・名勝を訪ねたり、特産品を

購入する

野鳥観察や渓流釣りなどの自然

とのふれあい体験をする

療養などを目的にのんびり過ごす

きのこ狩りや山菜採り

和紙づくり、郷土食など地域の伝

統的な文化を体験する

森林の手入れや木の実・葉を

使った工作・木工等の体験を…

特にない
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60～69歳
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